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１．長沢と磯長家の直接の関係
　長沢鼎（1852-1934）の実家は城下（鹿児島市）の磯長

家であり，彼の本名は「磯長彦輔」である．現在は，本名

よりも「長沢鼎」の名の方が知られている．それもそのは

ずで，長沢は，本名を 13歳までしか使っておらず，その

後は 82歳で亡くなるまで「長沢鼎」で通したからである．

　そもそも「長沢鼎」という名は「変名」，いわゆる偽名

であって，薩摩藩英国留学生プログラムが実行される際に

藩主から授けられたものである．多くの学生は変名を日本

帰国時に本名に戻したりして，以後は使用していない．し

かし，アメリカ移動時の長沢の同志であった松村淳蔵と長

沢だけが，留学生プログラムが終了した後も終生変名を使

い続けたのである．まさに，武士道精神の中で最も重要な

「忠義」に生涯を捧げたわけだ．

　現在長沢の墓は，鹿児島市内の興国寺墓地内にある．彼

の墓（石）は，同墓地内の磯長家墓所にあり，本家の墓よ

りやや小さいものが建てられている．武士の墓が多い同墓

地内に，今は，以前にはなかったいくつかの看板もできて

いて，中腹にある長沢の墓の場所には「長沢鼎の墓」と書

いてあるので，かなり見つけやすくなっている．

　この墓を見ると磯長家の心情が伝わってきて胸が熱くな

るのである．普通は人が亡くなると本家の墓に入ることが

当然であろうが，磯長家の人々は少し違う考え方をしたと

思われる．長沢が 1934年にカリフォルニア州サンタロー

ザ市で亡くなったあと，遺体はカリフォルニア州オークラ

ンドで荼毘に付され，その後はサンフランシスコ南部のコ

ルマにあるサイプレス・ローン．メモリアル・パークに保

管されていた．長沢が留学生として出国して以来実に 87

年ぶりに遺骨がようやく帰国するのは，第 2次世界大戦後

の 1952年 10月のことだった．

　この時遺骨を日本に運んだのは，長沢の甥（すなわち姉

モリの息子伊地知共喜）の息子伊地知幸介であった．共喜

も幸介もサンタローザで長沢とともに暮らした事実上の家

族であった．磯長家の末裔でもある幸介が長沢の遺骨をつ

いに帰国させたことは感慨深い．そして，磯長家の本家当

主で長沢の兄吉輔の孫の磯長純二氏が，東京の赤星家の墓

に埋葬されていた長沢の遺骨を鹿児島に持ち帰った．のち

に鹿児島市易居町の不断光院に安置された遺骨は，最終的

には，すでに触れた同市冷水町の興国寺墓地内の磯長家墓

所内に永遠に埋葬された．

　磯長家の人々は，興国寺墓地やそこに設置された磯長家

の墓所に長沢の遺骨を納める際に，彼が「磯長」を捨てた

とは考えずに，生涯変名の「長沢鼎」を使用し続けたこと

を武士の誉れと考え，一族の墓所内に「長沢鼎」の墓を建

立したことは間違いあるまい．磯長家にとっても誇るべき

存在の長沢だが，親族は「死んでも長沢」という彼の心意

気を重く受けためたのである．

　長沢の父，すなわち吉輔やモリの父親は，磯長孫四郎周

徳で，母はフミである．門田明の『カリフォルニアの士魂

―薩摩留学生長沢鼎小伝』によれば，周徳の生年や没年

を示す資料は見当たらないが，フミは，文化 8年 4月 28

日（1811年 6月 18日）生まれで，鹿児島郡下荒田町松元
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勘左衛門の次女であった．長沢はフミが 40歳の時の子で，

彼女は明治 14年（1881年） 10月 18日に，東京府下北豊

郡元王子村で亡くなっている．

　長沢は 8人兄弟の 7人目，周徳の四男になる．長男が吉

輔で，この人の家系が現在の磯長家の本家である．二男は

喜之助，三男は平八郎，その下に女性が 3人続く．長女が

トク，次女はモリ，三女がコマであるが，トクとモリは長

沢と特に親しかったようで，両者の息子たちとは生涯にわ

たり深い協力関係が続いた．長沢の下にはもう一人，弟の

弥之助がおり，この弟は赤星家の養子となるが，弥之助の

息子鉄馬は晩年の長沢に多額の援助をし，力を貸している．

２．磯長家の長沢周辺の人々
　磯長家の家格は「小番」だったと言われている．城下士

7000人の中で上位 900人に入る家格だ．中級武士にな

るのだろうか．ただ，磯長家は実は学者（暦学者）の家系

なので常に薩摩藩の中で重要な位置にいた名家だと思われ

る．また，幕末は家格にはあまりこだわらない時代でもあっ

たので，長沢のような超エリートが生まれたのだとも言え

るかもしれない．　

　磯長家には，歴史的に見て，名を遺した人々が長沢以外

にも存在した．まず，長沢に近いところでは，兄の喜之助

がいる．『島津斉彬言行録』の四之巻には「一，磯長喜之

助へ御密書ノ類謄寫命ゼラレシ事」という項目があり，斉

彬が喜之助に直接命を出していることがわかる．また，こ

の項目の中には，

　

　　磯永喜之助ハ可也學識モアリ，特二書跡見事二出來，

　寫本達者ノモノ二候間，御手許ノ寫本命ゼラㇾ，中二ハ
　他見ヲ充サレザル御書類或ハ御草稿ノ清書ヲ命ゼラレ，

　浩然亭ニオイテ寫スベキ旨，御沙汰遊バサレ候コトモ毎

　度コレ有リ候，ソノ時ハ浩然亭ノ近所ニハ誰モ立入リヲ

　禁ゼラレタリ

と記されている．喜之助は斉彬の信頼がよほど厚かったと

思われるが，仕事の力量も高かったに違いない．『赤星鉄

馬　消えた富豪』（以下，『赤星』と略す）の中にも，

　　反射炉建設を担当した江夏十郎が集成館閉鎖の無念を

　したためた手紙がある．「抔血涙声ヲ呑居候」という面々

　のなかに，磯長喜之助の名が見える．・・・藩校「造士館」

　の書役（文書管理担当）であった．

と紹介されている．

　また，『赤星』によれば，弥之助の息子赤星鉄馬（1882

－ 1951）は，父親の莫大な資産を受け継いで若き資産家

になった人物だが，銀行を開業し，朝鮮に大きな農場を設

立した実業家としても知られている．鉄馬は，日本初の本

格的学術財団と言われる「啓明会」の創設に尽力したこと

で，「鉄馬は近代学術研究という目には見えない大きな資

産を残したのである」（『赤星』）と評価されているし，釣

りの世界やゴルフの世界でも知られている．　

　さらに，農業という共通点もあって，長沢の姉トクの息

子本田幸介は，長沢と深く親しく交際した人物で，かなり

の大物である．『赤星』から引用してみよう．

　　本田幸介は，元治元年（一八六四）薩摩に生まれた．

　父の野村盛秀は・・・・彼の妻，すなわち本田の母が，

　赤星弥之助の長姉トクであり，鉄馬にとっては伯母にな

　る．野村夫妻の次男として誕生した野村幸熊は，ほどな

　く本田伸次郎の養子となり，名を本田幸介とあらためた．

　　明治十三年九月，上京して駒場農学校農学科（のちに

　東京農林学校）に入学．同時に入学したのが，彼と従兄

図２　本田幸介（鹿児島国際大学所蔵）
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　弟の関係になる磯長海洲（タイの写真師）であった．海

　洲は 1年余りで退学してしまうが，本田は勉学をつづけ，

　卒業後は農商務省に入省，二十二年から東京農林学校教

　授となる．・・・

　　東京帝国大学教授として畜産学を担当していた明治　

　三十年，アメリカから長沢鼎が三十二年ぶりの帰国をし

　たおりに，赤星弥之助邸（市谷加賀町）で撮影された一

　族の写真（第二章）の中には本田の姿もある．当時十五

　歳の鉄馬とも会っていたのだが，・・・・

　　本田は明治三十六年から農業調査のため大韓帝国に派

　遣された．その三年後，漢城（現ソウル）から四十数　

　キロ南方の水源に統監府勧業模範場の設立計画が立案さ

　れ，・・・本田は初代場長に就任するとともに，付設の

　水源農林学校校長の任にあたった．本田は朝鮮植民地農

　政の確立に多大な影響を及ぼした人物として知られ，の

　ちに九州帝国大学農学部初代部長，宮中顧問官などを歴

　任する．

　『植民地朝鮮の勧業政策』によれば，本田幸介は「日本

最初の農学博士の一人」となった人で，韓国中央納会副会

頭になったり，九州帝国大学教授の傍ら帝室林野管理局長

官や史跡名勝天然記念物調査委員を勤めたりしている．　

３．磯長家の系図関係について
　さて，長沢以前の磯長家の系譜や先祖についても見てみ

たい．鹿児島国際大学の長沢鼎展示室兼資料室には一つの

珍しい手紙がある．これはトクの子孫が大学に寄贈してく

れたものだが，磯長孫四郎周徳（長沢の父）の父（長沢の

祖父）吉徳がトクの親族に与えた命名書である．代々暦学

者をしてきた磯長家では当主は一族から尊敬の的となった

だろう．だから子供が生まれると当主や前の当主などに子

の名をつけてもらうということは普通のことであったと思

われる．

　では，磯長家とはどこからやって来た一族であろうか．

城下士となるまでのいきさつを再び『赤星』によってたどっ

てみよう．

　　磯永家がもとは「磯長」という字をあてていたのは，

河内国南河内郡の磯
しなが

長村（現大阪府南河内郡太子町）　

を出自とするからで，一族の中でも「磯永」と「磯長」

の二つの表記が混在している．室町時代に四国を経て，

交易地として栄えていた大隅国小
こねじめ

根占郷（現鹿児島県肝

属郡南大住町）に移住したと伝えられている．

　　天文年間（十六世紀半ば）になると，一族は根占に来

　航する南蛮船との交易で財をなし，豪商として知られた．

　慶応四年（一六五一）に二代薩摩藩主島津光久が根占を

　巡見したおりには，銀子や贅沢な品々を献上して藩主を

　よろこばせたという記録がある．

　　磯長家に突出した才能の持ち主があらわれ，鹿児島城

　下に呼び出されたのは享保年間（一七一六―三六）であ

　る．磯長孫四郎周英（磯永家の者は，代々「孫四郎」を

　名乗った）といい，彼は薩摩藩暦官の本田武兵衛に教え

　を受けたのち，江戸に出て幕府の天文方西川正休につい

　て学び，延享四年（一七四七）には幕府の暦官となった．

　さらに幕命により，京の陰陽頭土
つちみかど

御門家に学んで暦法を

　伝授される．

このように，磯長家は，大阪を出自とし，現在の南大隅町

に一時居住していたのである．そして，磯長の名を広く知

らしめたのが磯長孫四郎周英だったのだ．この人物が出て

以来，幕末に至るまで磯長家は暦学者（暦官）の家系となっ

たのだ．しかも周英は，鹿児島市の繁華街として知られる

「天文館」のもととなった施設「明時館」の創設に深く関わっ

ているのである．

　奥山博哉は，『ふしぎないきもの　うなぎ物語』の中で，

　　

　ところで天文館って何だろうと思う人もいるに違いな

い．江戸時代島津藩は明時館をつくって天文観測を行っ

た．この天文観測によりさつま暦が完成して大役を果た

した．そして天文観測の先覚地として歴史をつくった．

明時館があった場所は現在名の電車通り，天文館通り，

ぴらもーる通り，ゴンザ通りの四つの通りでかこまれた

約六百坪の土地そのもので，その中に天文台などいくつ

かの建物があった．その明時館が天文館という地名に

なって，現在に残った．

と述べている．当時の明時館周辺の状況については，唐鎌

祐祥が次のように説明している．

　明時館の広さは六百三十二坪（二千八十五平方メート

ル）あり，天保年間城下絵図によると，周囲は塀で囲ま

れ，数棟の建物と天体観測用と思われる，現在の天文観

測ドームに似たドーム状の建物があり，傍らに高い旗が
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立っており当時としては非常に人目を引いたと思われ

る．

また，『ふしぎないきもの　うなぎ物語』巻末の「推薦の

ことば」において，鹿児島大学の面高俊宏は，

　　・・・現代の鹿児島は宇宙の最先端県といわれる．

　　しかし，江戸時代の鹿児島県は宇宙の最先端であった．

　　この天文館には島津藩の宇宙研究所である明時館があ

　り，人々はこの研究所を天文館と呼んで親しんだ．夜空

　を観測し暦を作る最先端な研究が進められていた．

と紹介している．長沢の御先祖は，宇宙の研究に関わりが

強かった．つまり，広く外の世界に目が向いていたという

ことだろう．

　では，明時館と周英の関係について，さらに『赤星』に

よって見てみよう．

　　周英は，宝暦十三年（一七六三）の日食を予測した天

　文学者のひとりでもあり，これにより「宝暦暦」の誤り

　が判明し，幕府は暦の修正をすることになる．周英は明

　和二年（一七六五）に没するのだが，彼の暦学は薩摩藩

　が幕府の許可を得て独自に使用した「薩摩暦」の礎となっ

　た．

　　八代藩主島津重
しげひで

豪は，長崎蘭学を積極的に導入したこ

　とで知られ，安永八年（一，七七九）に天文暦学研究と

　薩摩暦編纂の施設「明
めいじかん

時館」（天文館）を設置した．そ

　の初代館長（暦正知館事）の水
みずま

間良
よしざね

実は磯長周英門下だっ

　た．明時館では渾
こんてんぎ

天儀，枢星鏡，サングラスなどを使っ

　て天体観測が行なわれ，敷地内には，安政二年（一八五五）

　まで暦官役宅もあった．

周英のおかげで幕府が宝暦暦法の修正をすることになった

経緯について『天文館の歴史』でさらに見てみると，

　　歴代の暦官に仁礼吉右衛門，本田親貞，本田武兵衛，

　磯長孫四郎（周英，筆者注），水間良実，水間良純，水

　目良智，水間良包，寺師正容，磯長（孫四郎，筆者注）

　周径などがいる．

　　磯長孫四郎周英は肝属郡小根占の郷士で，本田武兵衛

　に学び，後に江戸に出て天文方，西川正体に就いた．宝

　暦改暦のときは，京都梅小路の土御門家天文台で天文観

　測に従事し，土御門家の弟子となり，帰国後，薩摩暦の

　編
へんさん

纂に従事した．

　　明和二年（一七六五）に亡くなっているが，官暦に記

　されていなかった宝暦十三年（一七六三）九月一日の日

　食を推歩（観測の結果からと天体の運行を推測すること）

　し，食分四分と予言し，それが的中して名を馳せたとい

　う．このことがもとで暦法が問題になり，幕府は宝暦暦

　法の修正をすることになった．

ということになる．周英は特大の成果を上げたわけである．

このあたりから，磯長家は薩摩藩にとって重要な位置を確

保していったのだろう．そのことが，ひいては長沢の薩摩

藩英国留学生への選抜にも関わっていた可能性があるかも

しれない．

　ところで，『赤星』には磯長家の磯長孫四郎周英以降の

家系図が掲載されている．また，鹿児島国際大学長沢鼎展

示室兼資料室所蔵の詳しい「長沢鼎関係系譜」という系図

には孫四郎周徳以前の家系は記されていないものの，門田

明・テリー・ジョーンズ著の『カリフォルニアの士魂―薩

摩留学生長沢鼎小伝』には，周英以降の略系図が掲載され

ている．また，渡辺正清著の『評伝　長沢鼎　カリフォル

ニアワインに生きた薩摩の士』にも磯長家の系図関係が言

及されている．

　この三冊を比較して真実に迫ってみよう．まず渡辺は，

『評伝』の中で周英の子周径は長沢の祖父にあたる，つま

り周径の子が長沢の父周徳であると述べている．しかし門

田は，略系図の周英と周径の間にクエスチョンマークを置

いているし，長沢の祖父は吉徳だとしている．『赤星』の

系図では，周径と周徳の間の線を点線にしているが，著者

の与那原恵は，周英と周径の親子関係を断定して次のよう

に説明している．

　　周英を継いで薩摩藩暦官となったのが，子の孫四郎周

　径である．周径は，西洋暦学や航海側転術の導入に尽力

　し，石塚崔
さいこう

高らとともに世界地図「円球万国地海全図」（享

　和二年・一八〇二）などを編纂する．天体を眺めながら

　悠久の時の流れを把握し，また「世界」の大きさを実感

　していた当時の日本において稀有な一族の血脈は，その

　子孫に受け継がれることになる．

　これは非常に具体的で説得力がある．これらを総合して

いくと，次のような系図が考えられるのではないか．
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長沢鼎と磯長家

　磯長孫四郎周英　―　周径　―　吉徳　―　周徳　―　

　彦輔（長沢鼎）

ほぼこの系図関係が正しいと思われるが，そうすると，長

沢はこの秀でた人物磯長孫四郎周英の五代目（玄孫）とい

うことになる．

　次に，周径の孫となる磯長孫四郎周徳，つまり長沢の父

周徳についてみていこう．与那原は周徳についてこう述べ

ている．

　　周径に連なるのが，弥之助の父親磯長孫四郎周徳であ

　る．「薩藩御城下絵図」（安政六年）の高
こうらい

麗町（現上之園

　町）「士借地」区画に，磯長孫四郎の名が見つかった．

　磯長家の敷地は一反二十九歩（三百二十九坪）．近隣の

　武家と比べても広く，藩に重用されてきた磯長家の家格

　の高さがうかがえる．

　　彦輔が五歳，弥之助が四歳の安政四年（一八五七），　

　父孫四郎は藩命により，長崎海軍伝習所に派遣される．

　孫四郎は五十代半ばだっただろう．

　伝習所生の顔ぶれは当初は幕府から派遣された幕臣

で，そのなかに勝海舟，榎本武揚らがいる．設立二年

目から諸藩の伝習生も受け入れられ，薩摩藩からは計

二十五人が入所した．磯長孫四郎のほか，二十代初頭

の五代友厚，川村純義らの顔ぶれがある．その後に劇

的な人生を歩む五代は，彦輔・弥之助の人生にも深く

関与していくことになる．

　　孫四郎は伝習所で砲術とともに測量術などを学び，薩

　摩に戻ったあと，藩内の弾薬工場を監督する「御徒目附

　火薬掛」の役職に就いた．

長沢の父周徳は，一族の遺伝か，やはり出来がよく長崎

海軍伝習所に派遣されたが，のちに長沢が世話になる五

代友厚や勝海舟ともそこで会っていたのだ．不思議な縁

を感じる．彼らの交流について五代の側から見るとこう

なる．

　一八五七（安政四）年二月，五代友厚は長崎の海軍伝習

所に藩からの伝習生として入り，勝
かつりんたろう

麟太郎（海
かいしゅう

舟）を

はじめとする幕臣や，税
さいしょしろうざえもん

所四郎左衛門（篤敬，後の篤
あつし

），

波
はえの

江野休
きゅうえもん

右衛門（休衛），川
かわむら

村与
よじゅうろう

十郎（純
すみよし

義），磯
いそなが

長

孫
まごしろう

四郎（周徳，筆者注）など薩摩藩士との交流を深めた．

　また，勝との関係や周徳の孫「海洲」について与那原は

次のように述べる．

　　ところで孫四郎は，伝習所学友である当時三十代初頭

　だった勝海舟（通名は麟太郎，海舟は号）と交流があっ

　たと考えられる．勝がカッテンデイーケとともに薩摩を

　訪れたとき，孫四郎と再会した可能性もある．その二年

　後の万延元年（一八六〇）に，孫四郎の長男吉輔に初の

　男児が生まれ，その名を「海
かいしゅう

洲」といい，勝海舟を連想

　させられるのだが，偶然かもしれない．

ちなみに，この海洲は，成長したのちに日本を飛び出し

て明治半ばにシャム（タイ）で写真館を営み，アメリカ

やインド，メキシコを旅し，大正初期には朝鮮で従弟の

赤星鉄馬と交錯することになる（『赤星』）．

４．磯長家と長沢
　こうしてみてきてわかるように，磯長家は多彩な一族で

ある．特に長沢との関係で注目しなければならないのは，

やはりその知性だろう．学者，研究者としての色合いの濃

い部分が，長沢をイギリスに送り，ワイン製造に関心を持

たせ，ひいては日本に帰国することをためらわせた可能性

は高い．ある程度家系で人生が決まっていたという言い方

もできるかもしれないが．長沢の場合，むしろ家系によっ

て獲得した性質を十分に生かして人生の環境，すなわち荒

波を乗り越えていくことができた，と言った方がいいかも

しれない．

　また，磯長家は，世界や宇宙に羽ばたく一族のようでも

ある．暦学者として宇宙を相手に活躍したり，イギリス，

アメリカ，ドイツ，朝鮮，タイなどに出かけて行って海

外で活躍したりしている．今でもアメリカに住んで生き抜

いている親族も多い．長沢はまさに磯長家の特質を典型的

に持っている人物で，磯長家を象徴する人物なのかもしれ

ない．
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